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｢きれいな海｣を守るため昭和 46年か

ら県内一斉海浜清掃を続けており、漁業

者及び地域関係者の協力のもと、生活の

場の尊さと海の環境保全啓発に大きな

効果を発揮しており、平成 8年に国民の

祝日「海の日」として制定されたことを

踏まえ、より幅広い層に参加を呼びかけ

て行ってきた。 

これまでは阿漕浦海岸で実施してき

たが、今年度より白塚海岸を中央会場と

して、7月 22日（土）に漁業関係者や

地元住民の他、県、市、企業、一般のボ

ランティア等約 350人が参加し海浜清

掃を行った。当日は、天候にも恵まれ、

午前 7時半から約 1時間程度、海岸線に

打ち上げられた漂着ゴミやペットボト

ル、空き缶などを拾い集め、きれいな浜

となった。 

また、海の日に合わせ県内各浜でも同

様の海浜清掃が実施された。 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

7月 8日(土)、津市の三重県総合文化

センターで、県内の農林漁業に就業・就

職を希望する方を対象に、「三重県農林

漁業就業フェア」が開催され、県内から

は 4つの組織が出展した。第一部は「先

輩からのアドバイス」と題して、農林漁

業に新たに就業した先輩を講師に迎え

てのセミナーが行われ、第二部は、各ブ

ースで個別就業相談が行われた。情報収

集のために来場した方が多かった様子

だったが、他府県から訪れる方もおり、

積極的に出展者と面談する姿が見られ

た。    

    

第一部：セミナーの様子 

 

    

第二部：個別相談会の様子 

 本紙は三重漁連ホームページ（http://www.miegyoren.or.jp/）での閲覧を推奨します（PDFファイル）。  
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海  と 渚  環  境  美  化  運  動  

―７/２２（土） 白塚海岸にて― 

～７／１１（土）於阿漕浦海岸～－ 

三重県農林漁業就業・就職フェア  

－７/８（土）三重県総合文化センターにて－ 

 

白塚海岸（中央会場） 
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 7 月 10 日（月）、県庁 3F プレゼンテ

ーションルームにて水産関係団体によ

る知事要望が行われた。要望内容につい

ては下記のとおりである。 

       記 

1 強い生産基盤づくり 

2 漁業後継者対策 

3 漁場環境・資源管理 

4 黒ノリ及び青ノリの振興 

5 魚類養殖の振興 

6 水産物消費拡大 

7 軽油引取税の免税措置継続 

8 漁業近代化資金の融資枠の 

増枠について 

 

 

知事要望の様子 

 

 

 

農林水産省では、平成 20 年度より国

産農林水産物の消費拡大に寄与する優

れた取組みを表彰する「フード・アクシ

ョン・ニッポンアワード」を毎年開催し

ている。 

9 回目となる今年のテーマは、「今一

番食べて欲しい、おいしい日本の逸品」。

地域の食材や食文化を活かした魅力的

な産品を募集している。10 月末に予定

する最終審査会では、報道関係者や流通

業者、バイヤー等が多数来場する予定で、

魅力的な産品を発信する絶好のチャン

スとなる。応募受付は 8 月 31 日（木）

まで。郵便又は WEB から応募すること

が出来る。応募に係る詳細は、下記のフ

ードアクションニッポンアワードのホ

ームページをご覧ください。 

  

         記 

応募方法 

フードアクションニッポンアワード 

（http://syokuryo.jp/award） で検索 

 

実施スケジュール 

8 月 31 日(木) 応募締切 

   ↓ 

9 月初旬～中旬  

書類審査にて入賞 100 産品選定 

   ↓ 

10 月 30 日(月) 

最終審査会にて受賞 10 産品選定 

 

【主な予定】 

○8 月 18 日（金） 

黒のり養殖漁期前研修会（松阪） 

 
 

 本文の無断転載・転用等は固くお断りします。 

水産関係団体知事要望 

－7/10（月）三重県庁にて－ 

フード・アクション・ニッポンアワード

2017への応募に係るお願い 


